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スターウォッチング 

10 月 27、28 日と 1 泊 2 日のスターウォッチングを開催しました。27 日は朝方ま

で雨模様でしたが、集合時間の 8 時には青空がのぞきました。期待にはち切れんばかり

の子どもたち 78人と中学生リーダー12人と、美方高原自然の家「とちのき村」へ観光

バス 2台で出発しました。 

ハチ北スキー場の近くにあるとちのき村は、遊歩道に沿って植えられた真っ赤なナナカ

マドの実や、四方を囲む紅葉の山々と、神戸よりずっと早く秋の色合いに包まれていまし

た。到着早々、空気が冷たく感じる野外炊事棟で、子どもたちの力で晩御飯づくりに挑戦

しました。火おこし、ダンボールのパン窯工作、カレーの調理、パン生地づくりと、初め

てやってみることばかり。子どもたちだけでなく大人も想定外の悪戦苦闘でしたが、みん

なで力をあわせて何とか晩御飯にありつけました。デザートには話題の「スモア」を作り、

子どもたちに大好評でした。「スモアって？」と思われた方、ぜひ調べておうちでも試し

てみてくださいね。 

さて「スターウォッチング」というからには、夜は天体観測です。後片付けをしながら

炊事棟から夜空を見上げると、肉眼でも天の川が見えるほどの美しい星空が広がっていま

した。レンズ直径が 40cm もある天体望遠鏡でなら、火星や木星、土星の環や星団まで

観測できる！と楽しみにしていたのですが、なぜかその時間は上空に雲がかかってしまっ

たようです。観測時間を延長してもらったけれど、最後まで天体観測はかなわず。切り替

えの早い子どもたちは、がっかりすることもなくすぐに次のお楽しみのゲームやおしゃべ

りに興じる特別な時間をめいっぱい楽しんでいました。ちょうどハロウィンシーズンだっ

たこともあり、仮装姿で廊下をうろうろしている子もいて、夜のパーティ気分を盛り上げ

ていました。 

翌日は、広大なとちのき村の敷地を散策がてらにオリエンテーリングをしました。大き

な声で「やっほ～～～～！！」と叫んだり、クイズに挑戦したり、珍しいキノコや虫、シ

カやイノシシといった野生動物のフンを見つけたり、へんてこな形の石を拾ったりと、き

れいな青空に紅葉が映える山の道を子どもたちは軽やかな足取りで歩き回り、大自然を満

喫していました。 

スターウォッチングには、魚崎中学校のハートプロジェクトメンバーに毎回リーダーと

してボランティア参加してもらっています。今回参加した小学生たちが、楽しい思い出を

胸にまた次のリーダーとなったり、今回リーダーを務めてくれた中学生が別の活動に参加

したりと、これからも地域の輪をつなぐ活躍を願っています。 

 

 



 

編集後記 

 
いつもたくさんの方に活動を支えていただき、本当にありがとうございます。 
青少協だよりや活動へのご意見・ご感想・ご質問などありましたら、 
支部長または広報、下記メールアドレスまでご連絡ください。 

seishokyo.uozaki@gmail.com                           メール QR コード 
 

にぎわいネット（魚崎の地域情報ホームページ）にも青少協魚崎支部が紹介されています。 
http://www.nigiwai-net.jp/ → メニュー → 青少協魚崎支部 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                        

 

11月 8日に「平成 30年度 神戸市青少年育成委

員のつどい」が行われ、永年地域での青少年の健全

育成活動において活躍した功労者として、魚崎支部

の角田隆生さんが表彰されました。 

うはらの盆 夏まつり（川井公園） 

今夏は大雨被害もありましたが、子ども達の大好き

な「うはらの盆夏まつり」は例年通り川井公園にて

行われ、グラウンドいっぱいにたくさんの屋台が集

まりました。 

青少協はフランクフルトとジュースの屋台を出

し、まつり後は周辺のパトロールをしました。 

子どもたちも積極的にお手伝いをしてくれました。 

メニュー豊富な屋台や盆踊り、パトロールなど、

今回もいろいろな団体や地域の方のあたたかい想い

を感じることができたお祭りでした。 

 

宮崎県⇔神戸市 包括連携協定締結記念事業「ワクワク どきどき 船のたび」 

宮崎県と神戸市の包括連携協定（2017 年締結）の取り組

みの一環として、今年は宮崎県日南市立飫肥（おび）小学校

の子どもたちを神戸市に招待し、11 月 17 日の交流事業に

魚崎小学校 5,6 年生の 22 名が参加しました。 

王子動物園での歓迎セレモニーでは、6 年生の泉本君が立

派に歓迎のあいさつをしてくれました。その後、宮崎市フェ

ニックス自然動物園からやって来たアジアゾウの「みどり」

を一緒に見学しました。 

六甲山カンツリーハウスでは、バウムクーヘン作りに挑戦。 

バウムクーヘンが出来上がる頃には、緊張もほぐれて、両校

の子供たちが笑顔を見せ合い交流している姿も見られまし

た。そして、出来たてのバウムクーヘンに歓声を上げながら、

美味しく頂きました。 

宮崎県と神戸市の子どもたちが大きくなった時、この楽し

く過ごした時間を思い出し、お互いに助け合い、思い合える

関係になれることを願っています。 

 

秋の住吉川クリーン作戦 

10 月 14 日、爽やかな晴天の中、秋の住吉

川クリーン作戦が行われました。 

1 時間という短い時間ではありましたが、地

域の方々、学校の子供達とともに、清掃活動に

参加しました。 

 住吉川は「清流の会」の方々のご尽力もあっ

て、市内随一の清らかさを誇る川とも言われて

います。夏は川遊び、四季を通じてウォーキン

グや散歩などに利用され、幅広く市民に親しま

れています。 

 住吉川クリーン作戦は６月と 10 月の年２

回行われています。 

 参加申し込みは不要です。 

多くの方が利用する場所であり、これからも

美しい景観が保たれるようにしたいものです。 

是非、皆さんも参加してみませんか？ 

 

神戸市育成委員功労者表彰 

きれいに星が見えるように準備中の角田さん

（夜空見上げ隊にて） 

今後の予定 

・2月  親子料理教室 

・2/23 東灘区青少年育成フォーラム 

（区内の善行表彰） 

・3月  青少協だより 3号発行 

・3月  青少年育成フォーラム 

（魚崎中学校 1年生対象） 

 

魚っこ夜空を見上げ隊 

 8月 25日、「魚っこ夜空を見上げ隊」が開催されました。 

夕方から小学生８４名、中学生（ハートプロジェクト）17名、

の子供たちがアリーナに集まり 4 つの班に分かれて、オセロゲ

ーム・○×クイズ・ヨーヨー釣り・肝試し・天体観測などを体験

する盛りだくさんの内容でした。 

メインイベントの天体観測では、天体望遠鏡で月はもちろん、

大接近中の火星や金星なども観測できました。肝試しでは各班

が順番に出発し、夜の学校にみんなの悲鳴と笑い声が響き渡る

ほど盛りあがりました。 

 普段は立ち入ることのない夜の学校での様々なイベントに、

参加したみんなはとても楽しい時間を過ごせたようです。ハー

トプロジェクトの皆さん、関係者の皆さんのおかげさまで、とて

も楽しいイベントになりました。ありがとうございました。 

 


